	第6回院内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：本川　沙織

	講義内容：「インフルエンザ対策について」　　　　　　　　　　講師：佐藤　志穂SGM　　

	日　　時：平成20年1月16日（水）　　17：30～18：30

	場　　所：メンタルケア病棟４階　

	内　　容：パワーポイント

「インフルエンザ対策について」

　　　　　・国におけるインフルエンザ対策についての取り組み

・“ひろげるなインフルエンザ、ひろげよう咳エチケット”の説明。

　　　　　・現在流行しているインフルエンザの種類

　　　・インフルエンザの症状・罹患期間・流行時期・治療法・予防法

　　　・施設内でインフルエンザウイルスを蔓延させない為に

・アンケート結果：当日参加者　60名（参加率　49％）

　　　　　　　　　　アンケート提出者60名（回収率100％）


※ただし、講師も含めた人数です。

1． 今回の研修内容について

・分かりやすかった…59名

・楽しかった…１名

・難しかった…0名

・つまらなかった…0名　　　　　　　　　　　　

（重複回答あり）

2． 研修を受けて役に立つと感じた内容・感想

・インフルエンザにも型があり、さらにA型については細かく種類が分かれていることがわかった。毎年のようにインフルエンザ予防接種を自身や入所者へも受けていただいている。しっかりインフルエンザについて自分が理解し、入所者へも勧めることが必要だと思った。
　　　・インフルエンザは死にいたる病気の為、病院勤務者として責任を持って患者様と接していくようにしたい。
　　　・個人がインフルエンザにならないように、特に病院では意識を持つことが必要だと思った。感染源にならないよう気をつけたいと思う。
　　　・咳エチケットは、利用者様に伝えやすく、手軽にできる方法でよいと思った。
　　　・スタッフが院内に持ち込まないようにすること、症状があったときは予防及びマナーを守り、厳重に注意することが重要。
　　　・ワクチン接種は１回よりも２回が効果的であること、自分が罹った場合は咳エチケットを守ること。

	・利用者様の健康状態の確認や感染経路などについて役に立つと思った。

・日ごろより気をつけなければならない点について再確認できたのでよかった。

・インフルエンザの種類と特性

・職員がウイルスを持ち込まないように注意することが重要であることを理解した。

・インフルエンザは昨年２回も罹ったので、今回の研修内容をいかし、今年は罹らないように心がけたい。

・病棟は感冒が蔓延していますが、インフルエンザではないと軽く思わず、ケアを行なっていきたい。

・ゆっくりとした話し方で聴きやすかった。

3． 質問したいこと

・予防接種は２回受けたほうが効果があるのか。

　　　・世界的に流行したインフルエンザについて、新型ウイルスについて。

　　　（年代・原因・症状・対策など）　　　　

　　　・実際に病棟で発生したら、どう対策を講じるか。　　　

　　　・ワクチンを接種しても、インフルエンザに感染することがあるのか。

　　　・当院では、２回目の接種を受けさせてくれるのか。

　　　・咳等による罹患率。

今後のテーマの希望

　　　・感染対策について基本事項を行なってほしい。

　　　・様々な感染症の特徴について研修を行なってほしい。

4． 反省点

・パソコン・プロジェクターの不具合や接続に時間がかかってしまい、５分ほど過ぎてからの研修開始となった為、講師・参加スタッフに迷惑をかけてしまった。

　→接続の仕方をスタッフみんなが知る必要がある。また、準備時間を多めにとり全体的な最終確認をする時間も必要。

・今回は様々な感染対策ではなく、現在流行しているインフルエンザにテーマを絞っ

　　　たことで“わかりやすかった”と感じ、身近に感じてくれたスタッフが全員であることから、テーマを絞って研修を進めると意識が高まることがわかった。　


